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平成２１年１月 1７日開催経工会幹事会議事録 

 

１．日時 平成２１年１月１７日（土） 19:00 から 

１．場所 こぶし会会議室 

１．出席幹事 宮元、高木、福田、今越、井上、百万 

１．当日欠席幹事 内藤幹事長 

１．議題 

(1) 穴水幹事研修会のあり方について 

  (2) 平成 21 年度経工会事業計画の一部変更について 

(3) 第 15 回異業種交流会の参加者数の確認について 

 

１．議事の経過及び結果 

 定刻に至り、会長が開会を宣し、議事録の作成者に百万副会長を指名し議事に入った。 

(1) 穴水幹事研修会のあり方について 

 宮元会長から「継続した事業のひとつである穴水幹事研修会については、こぶし会

が認める補助事業として、例年、参加会員一人につき 3,000 円の補助金が交付されて

きた。当然のことに参加会員の家族については補助対象にならないことから交付申請

はしていない。ついては、昨年 11 月の幹事会で協議決定を行ったとおり、来年度の経

工会事業計画としても、継続事業であることから穴水幹事研修会の実施を 9 月 12 日に

予定している。こぶし会全国一斉ボーリング大会が終了して何日か経過したこぶし会

の会合において、校友会事務局長の松浦氏から、来年度からは、幹事研修会を穴水湾

自然学苑で実施することについては再考してもらえないかとの申し入れがあった。そ

のため、今後、穴水において研修会を実施することについて幹事の意見を聞きたい。」

との要請があった。このことについて、高木副会長から「今の会長の話だけでは、何

故、穴水湾自然学苑で研修を行うことにどのような問題があるのか理解できない。そ

の理由が明確にならないと論議の対象にはならなのではないか。」との意見を述べた。

宮元会長は、「家族を交えて同窓会の連携を強化するためには、穴水の利用は、最適と

考える。こぶし会においても同窓会活動は家族の理解あっての発展があるといってい

る。研修船（アルタイル）の利用が一因となっているニュアンスも感じられるが、明

らかな理由として把握しているわけではないので、幹事会からの要望として改めて校

友会事務局に確認する。」との返答があった。次に井上幹事から「この件に関しては、

先にこぶし会に対し、補助請求をしているが、未だ補助金の交付がない。例年の補助

対象ということで速やかに交付されるものとおもっていたが、そのような問題と関連

しているからかも知れないので、会長の方から、合わせて確認してもらえないか。」と

の要望がなされた。このことについては、補助金の未交付も含め、宮元会長に確認を

一任し、当該事案について、理由が明確になってから再審議することで幹事一同了承

した。 
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 (2) 平成 21 年度経工会事業計画の一部変更について 

    高木副会長から「平成 21 年度の経工会事業計画及び幹事会日程については、１１

月１５日幹事会において了承されたが、若手幹事の育成と新幹事の発掘については、

改めて事業として明確にする必要がある。その理由は、本年度実施した若手幹事会と

入会記念パーティ実施のための在学生との連絡会議については、幹事会経費として補

助金交付の対象となるものと想定していたが、井上幹事から、これらの経費（会議の

弁当代等）については、幹事会経費と認定されていないことから補助金請求を行って

も、未収となっている。新たな事業としてこぶし会に請求する必要があり、現在保留

となっているとの報告を受けたことによる。」と提案理由を述べた。宮元会長は「新

幹事発掘とは言うが、このことは、入会記念パーティ実施に必要な実施説明会が主体

であることから、入会記念パーティの準備の費用として説明すればよいのではないか。

また、若手幹事会は、同窓会活性化のための特別事業として先月の事業計画で承認を

受けていることから、説明のしかたにより誤解を解くことができるのではないか。」

との意見があり、宮元会長の説明に、幹事一同納得し、この件の審議を終えた。 

 

(3) 第 15 回異業種交流会の参加者数の確認について 

        宮元会長から「ＨＰからの参加申込は、１月１６日現在で高木、百万、村本の３

名となっている。１５人程度の参加を見込みたいので、さらなる参加者確認を行い

たい。大学の入学試験日に重なるため教員の参加は期待できないと鈴木先生から連

絡があった。本日の幹事会出席者は、全員参加するとして、後１０名ほどの参加者

を確保したい。同級生には再度個別にコンタクトしたい。」旨提案があった。ついで

高木副会長が「前回の参加者に対し、参加を促したい。私も同級生に連絡するので

各自努力されたい。」との意見を述べた。後、開催まで１週間となったことから、幹

事間で連絡を取り合い目標人数の確保に向け努力することで本件についての審議を

終えた。 

 

以上をもって 21：35 に会は終了し、次回の幹事会を２月１４日(土)19：00 に開催する

こととし 21：45 散会した。 

 


